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（論文審査の要旨）  
小林延至君提出の学位請求論文は「経営ビジョン達成の実現可能性向上のために統一表記する 4階層型アシュア
ランスケース－業務改善の議論における6つのコミュニケーション課題解決のためのD-Case記述法と評価法の提案
－」と題し，本文 5章から構成される． 
本論文では，経営ビジョン達成の実現可能性を向上させるために，4階層を統一的な表記によって一気通貫につ
なげる，4階層型アシュアランスケースを提案している．この提案を通じて，業務改善の議論に関わる 4階層にあ
る 6つのコミュニケーション課題を同時に解決することを目指している．ここでいう 6つのコミュニケーション課
題とは，課題①「企業は，組織内での経営ビジョン(目的)共有が十分にできていない」，課題②「従業員は，担当業
務と他の業務との関わりを把握することができていないため，他部門・部署と円滑な連携が取れていない」，課題③
「従業員は，従業員の業務に対するモチベーションが低く，何のためにこの業務をしているのかを考えることが無
い」，課題④「従業員は，業務改善を提案するが，『これまでこうやってきたから』と言う理由から，提案する変更
が通らないケースが多い」，課題⑤「組織内で，情報システムに必要な機能を十分に検討できていない，課題⑥組織
内で，新たに発生した情報システムに対する要求にも対応する必要がある」，というものである．アシュアランスケ
ースの表記法に追加して，アシュアランスケースの評価法も提案することにより，記述したアシュアランスケース
それ自体を評価することを目指している． 
具体的に，4階層型アシュアランスケースとは，経営ビジョン層，経営戦略層，ビジネスプロセス層，ITシステ
ム層の 4階層に分けて記述する方法である．評価法とは，アシュアランスケースに記述されているノードの状態に
応じて定量的に評価する方法である． 
2章では，先行研究で述べられている課題と，実際にアシュアランスケースを用いる場合に起こる他の課題を示
している． 
3章では，2章で挙げたアシュアランスケースの既存課題も考慮して，経営ビジョン層，経営戦略層，業務プロセ
ス層，ITシステム層のそれぞれの記述法を示すとともに，それらを統一的におこなうための 4階層型アシュアラン
スケース記述法について示した上で，記述したアシュアランスケースの評価法を示している． 
4章では，4階層型アシュアランスケース記述法で改善しようとした業務改善の議論に関わる 6つのコミュニケー
ション課題と，経営ビジョン達成の実現可能性向上のそれぞれについて評価を行い，記述法と評価法の有効性を示
している．具体的な評価については，経営ビジョン層から業務プロセス層，業務プロセス層，業務プロセス層から
ITシステム層の 3つに分けて評価を行っている．その後，4階層型アシュアランスケースとして統合した状態で経
営ビジョン達成の実現可能性向上の評価を行っている．また，6つのコミュニケーション課題に対して有効である
ことを示している． 
最後に，5章では結論および今後の展望を示している． 
以上を要するに，本論文は，提案する 4階層型アシュアランスケース記述法によって，経営ビジョン層，経営戦
略層，ビジネスプロセス層，ITシステム層の 4階層を統一的な表記によって一気通貫につなげて，経営ビジョンの
実現アプローチの保証に関するアプローチを示すことが，経営ビジョン達成の実現可能性向上に貢献することを示
している． 
本研究は，経営ビジョンの実現性向上に対して，経営ビジョン層，経営戦略層，ビジネスプロセス層，ITシステ
ム層の 4階層を通じた統一的アシュアランスケース表記法を提案し，その効果を示す研究をおこなったものであり，
学術上の寄与が少なくない．従って，本論文の著者は博士（システムエンジニアリング学）の学位を受ける資格が
あるものと認める． 
 
